
様式第１号（第５条関係）
（第一面）
軽微な変更証明申請書
年　　月　　日
薩摩川内市長　殿
提出者の住所又は　　　　　　　　　　　
主たる事務所の所在地　　　　　　　　　　　
提出者の氏名又は名称　　　　　　　　　　　
代表者の氏名　　　　　　　　　　　
設計者氏名　　　　　　　　　　　
建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律施行規則（以下「規則」という。）第１１条の規定により、軽微な変更に該当していることの証明を申請します。この申請書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。
【軽微な変更する建築物の直前の建築物エネルギー消費性能適合性判定】
【適合判定通知書番号】　　　　第　　　　　　号
【適合判定通知書交付年月日】　　　　　年　　月　　日
【適合判定通知書交付者】
【軽微な変更の対象の範囲】
　□建築物全体
　□建築物の一部（非住宅部分）
　□建築物の一部（住宅部分）
【軽微な変更の概要】
（本欄には記入しないでください。）
	受付欄
	軽微な変更証明書番号欄
	決裁欄

	　　　年　　月　　日
	　　　年　　月　　日
	

	 第　　　　　　 　号
	第　　　　　　 　号
	

	係員氏名

	係員氏名
	


（注意）
１．第二面から第七面までとして規則別記様式第一の第二面から第七面までに記載すべき事項を記載した書類を添えてください。
２．規則別記様式第一の（注意）に準じて記入してください。
様式第５号（第７条関係）
適合状況報告書
	下記の特定建築物の建築物エネルギー消費性能基準への適合に関する事項に関し、次のとおり報告します。
　　年　　月　　日
　薩摩川内市長　殿
（特定建築物の建築主）

住所
氏名　　　　　　　　　　　　


	適合判定通知書番号
	

	適合判定通知交付年月日
	   　　　　年　　月　　日

	確
認
	   有・無
	

	
	   確認年月日
	   　　　　年　　月　　日

	
	   確認番号
	   第　　　　　　　　　号

	申請に係る建築物の位置
	

	  特定建築物の建築物エネルギー消費性能基準への適合状況等
	

	受　付　欄
	決　裁　欄
	処　理　欄

	　　年　　月　　日
	
	　　年　　月　　日

	第　　　　　　　　　号
	
	第　　　　　　　　号

	係員氏名
	
	係員氏名


様式第６号（第１０条関係）

省エネ基準工事監理報告書

(モデル建物法)

年　　月　　日
薩摩川内市建築主事　様

工事の監理状況を報告します。

この監理報告書及び添付書類に記載の事項は、事実に相違ありません。
工事監理者　　　　　　　　　　　
物件概要

	建築主
	

	工事名称
	

	敷地の地名地番
	


報告内容（以下の項目について申請図書の通り施工されたことを報告します。）
	項　　　目
	報　　告　　事　　項
	照合を行った
設計図書
	確認方法
	確認結果

	１．外皮
	①　断熱材の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適


	
	②　窓の仕様、設置状況（ブラインドボックス、庇の設置状況を含む）
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	２．空気調和
設備
	①　熱源機器の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　全熱交換器の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	③　全熱交換器のバイパス制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	④　予熱時外気取入れ停止制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑤　２次ポンプの変流量制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑥　空調機ファンの変風量制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	３．換気設備
	①　換気設備の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　送風量制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	４．照明設備
	①　照明器具の消費電力、台数および取付状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　各種制御の設置状況【在室検知制御・ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ制御・初期照度補正制御・明るさ検知制御】
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	５．給湯設備
	①　熱源機器の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　給湯配管の保温の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	③　節湯器具の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	６．昇降機
設備
	昇降機の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	７．太陽光
発電設備
	太陽光発電の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適


［注意］

１．本様式は、「モデル建物法」により建築物エネルギー消費性能基準への適合性を確認した建築物に係る工事監理を対象としています。

２．計算対象となる設備等が無い場合は、当該設備等に係る項目の記載は不要です。

３．「照合を行った設計図書」の欄は、建築物省エネ法施行規則第１条第１項に規定する図書等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載してください。

４．「確認方法」の欄は、A・B・Cのうち、該当するものを○で囲んでください。Cに該当する場合は、確認に用いた具体的な書類を記載してください。　　　　　　　　　　　　　　A:目視による立会確認　B: 計測等による立会い確認　C：施工計画書等・試験成績書等による確認
様式第６号の２（第１０条関係）

省エネ基準工事監理報告書

(標準入力法等)

薩摩川内市建築主事　様　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
工事の監理状況を報告します。

この監理報告書及び添付書類に記載の事項は、事実に相違ありません。
工事監理者　　　　　　　　　　　
物件概要

	建築主
	

	工事名称
	

	敷地の地名地番
	


報告内容（以下の項目について申請図書の通り施工されたことを報告します。）
	項　　　目
	報　　告　　事　　項
	照合を行った
設計図書
	確認方法
	確認結果

	１．外皮
	①　断熱材の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　窓の仕様、設置状況（ブラインドボックス、庇の設置状況を含む）
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	２．空気調和
設備
	①　熱源機器の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　冷暖同時供給の有無
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	③　熱源機器に係る台数制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	④　蓄熱システムの仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑤　２次ポンプの仕様（流量制御方式を含む）、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑥　２次ポンプの変流量制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑦　２次ポンプに係る台数制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑧　空調機の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑨　空調機ファンの変風量制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑩　予熱時外気取入れ停止制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑪　外気冷房制御の有無
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑫　全熱交換器の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	⑬　全熱交換器のバイパス制御の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	３．換気設備
	①　換気設備（換気代替空調機を含む）の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　換気設備に係る各種制御（換気代替空調機を含む）の設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	４．照明設備
	①　照明器具の消費電力、台数および取付状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　各種制御の設置状況【在室検知制御・ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ制御・初期照度補正制御・明るさ検知制御】
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	５．給湯設備
	①　熱源機器の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　給湯配管の保温の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	③　節湯器具の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	④　太陽熱利用設備の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	６．昇降機
設備
	昇降機の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	７．太陽光
発電設備
	①　太陽光発電の仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	
	②　パワーコンディショナの仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適

	８．コージェネレーションシステム
	コージェネレーションシステムの仕様、設置状況
	
	A・B・C

・
・
	適・不適



［注意］

１．本様式は、「標準入力法」により建築物エネルギー消費性能基準への適合性を確認した建築物に係る工事監理を対象としています。

２．計算対象となる設備等が無い場合は、当該設備等に係る項目の記載は不要です。

３．「照合を行った設計図書」の欄は、建築物省エネ法施行規則第１条第１項に規定する図書等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載してください。

４．「確認方法」の欄は、A・B・Cのうち、該当するものを○で囲んでください。Cに該当する場合は、確認に用いた具体的な書類を記載してください。
A:目視による立会確認　B: 計測等による立会い確認　C：施工計画書等・試験成績書等による確認
様式第７号（第８条関係）
建築物エネルギー消費性能確保計画に係る軽微な変更説明書
（第一面）
年　　月　　日
薩摩川内市建築主事　様
申請者氏名　　　　　　　　　　
設計者氏名　　　　　　　　　　
建築物のエネルギー消費性能向上に関する法律施行規則第３条に該当する軽微な変更がありましたので、変更の内容を報告します。
	⑴建築物等の名称
	

	⑵確認年月日・番号
	　　　年　　月　　日　　第　　　　　　　　号

	⑶省エネ適合判定年月日・番号
	　　　年　　月　　日　　第　　　　　　　　号

	⑷変更の概要（変更の詳細内容が必要な場合は第二面による）

	以下、□チェックの内容に関する軽微な変更が該当する
□（ⅰ）建築物のエネルギー消費性能を向上させる変更（ルートＡ）
→第二面　①に必要事項を記載
□（ⅱ）変更後も建築物エネルギー消費性能基準に適合することが明らかな変更
※（ⅱ）の場合の具体的な条件を以下□チェック
□一定範囲内の省エネ性能が減少する変更（ルートＢ）
→第二面　②に必要事項を記載
□計画の根本的な変更を除き、再計算によって基準適合が明らかな場合（ルートＣ）
→軽微な変更証明書およびその申請図書一式の添付

	⑸備　　考

	

	（注意）
１．⑷変更概要等はチェックボックス式となっており、該当箇所に示された別紙様式を選択し、第二面以降に添付してください。
２．変更の内容を添付図書には変更箇所がわかるように表示してください。
３．変更の内容および添付図書が書ききれない場合は別紙を作成し記載してください。

	受付欄

	
	


（第二面　①）
	⑹変更の内容　「性能が向上する変更」についての説明欄

	・変更内容は、□チェックに該当する事項となる

	□　①建築物高さもしくは外周長の減少
□　②外壁、屋根もしくは外気に接する床の面積の減少
□　③空調負荷の軽減となる外皮性能の変更
□　④設備機器の効率向上・損失低下となる変更
□　⑤設備機器の制御方法の効率向上・損失低下となる変更
□　その他　エネルギー消費性能向上の変更に該当するもの
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	・上記□チェックについて具体的な変更の記載欄

	

	⑺添付図書等

	　以下□チェックされた図書等を添付する
□平面図　　□立面図　　□断面図　　□仕様書（建築）　□仕様書（設備）
□その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（第二面　②）
	⑹変更の内容　一定範囲内の省エネ性能が減少する変更

	・変更内容の確認１　　変更前のＢＥＩのチェック
変更前のＢＥＩ＝（　　　　　　）　　左記ＢＥＩは以下いずれかの基準に該当する。
□　ＢＥＩ＜０．９

	・変更内容の確認２　　変更となる設備のチェックと変更の具体的内容
変更となる設備（該当するもの全てにチェックすること）

	　□　空気調和設備　→ﾁｪｯｸⅰへ
変更内容記入欄
（概要等を簡潔に記入）


	□　機械換気設備　→ﾁｪｯｸⅱへ　計算対象内の変更される室ごとに作成
変更内容記入欄
（概要等を簡潔に記入）


	□　照明設備　　　→ﾁｪｯｸⅲへ　計算対象内の変更される室ごとに作成
変更内容記入欄
（概要等を簡潔に記入）


	□　給湯設備　　　→ﾁｪｯｸⅳへ　計算対象内の変更される室ごとに作成
変更内容記入欄
（概要等を簡潔に記入）


	□　太陽光発電　　→ﾁｪｯｸⅴへ
変更内容記入欄
（概要等を簡潔に記入）


	上記チェックした項目の変更について、第二面別紙を作成すること（変更以外の部分の添付を要しない）

	⑺添付図書等

	　以下□チェックされた図書等を添付する
□平面図　　□立面図　　□断面図　　□仕様書（建築）　□仕様書（設備）
□仕様シート（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（第二面　②－２）
ﾁｪｯｸⅰ
	変更内容説明欄　→イ　空気調和設備
次に掲げる（い）、（ろ）のいずれかに該当し、これ以外については「変更なし」か「性能が向上する変更」である変更。

	（い）外壁の平均熱貫流率について５%を超えない増加　かつ窓の平均熱貫流率について５％を超えない増加

	外壁の平均熱貫流率について５%を超えない増加の確認

	変更内容　　　□断熱材種類　　□断熱材厚み
変更する方位　□全方位　□一部方位のみ（方位　　　　　　　　）
変更前・変更後の平均熱貫流率
※根拠となる仕様シートの添付をすること
変更前（　　　　　）　変更後（　　　　　）　増加率（　　　）％

	窓の平均熱貫流率について５％を超えない増加

	変更内容　　　□ガラス種類　　□ブラインドの有無
変更する方位　□全方位　□一部方位のみ（方位　　　　　　　　）
変更前・変更後の平均熱貫流率
※根拠となる仕様シートの添付をすること
変更前（　　　　　）　変更後（　　　　　）　増加率（　　　）％

	（ろ）熱源機器の平均効率について１０％を超えない低下

	平均熱源効率（冷房平均ＣＯＰ）

	変更内容　　　□機器の仕様変更　　□台数の増減
変更前・変更後の平均熱源効率
※根拠となる仕様シートの添付をすること
変更前（　　　　　）　変更後（　　　　　）　減少率（　　　）％

	平均熱源効率（暖房平均ＣＯＰ）

	　　　変更内容　　　□機器の仕様変更　　□台数の増減
変更前・変更後の平均熱源効率
※根拠となる仕様シートの添付をすること
変更前（　　　　　）　変更後（　　　　　）　減少率（　　　）％


ﾁｪｯｸⅱ（変更される機械換気設備　室の用途毎に作成）
	変更内容説明欄　→ロ　機械換気設備
評価の対象になる室の用途毎につき、次に掲げる（い）、（ろ）のいずれかに該当し、これ以外については「変更なし」か「性能が向上する変更」である変更。

	（い）送風機の電動機出力について１０%を超えない増加

	　　　変更内容　　　□機器の仕様変更　　□台数の増減
変更前・変更後の送風機の電動機出力
※根拠となる仕様シートの添付をすること
変更前（　　　　　）　変更後（　　　　　）　増加率（　　　）％

	（ろ）計算対象床面積について５%を超えない増加（室用途が「駐車場」「厨房」である場合のみ）

	変更前・変更後の床面積
※根拠となる仕様シートの添付をすること
変更前（　　　　　）　変更後（　　　　　）　増加率（　　　）％


ﾁｪｯｸⅲ（変更される照明設備　室の用途毎に作成）
	変更内容説明欄　→ハ　照明設備
評価の対象になる室の用途毎につき、次に掲げる（い）に該当し、これ以外については「変更なし」か「性能が向上する変更」である変更。

	（い）単位面積あたりの照明器具の消費電力について１０%を超えない増加

	　　　変更内容　　　□機器の仕様変更　　□台数の増減
変更前・変更後の単位面積あたりの消費電力
※根拠となる仕様シートの添付をすること
変更前（　　　　　）　変更後（　　　　　）　増加率（　　　）％


ﾁｪｯｸⅳ（変更される照明設備　室の用途毎に作成）
	変更内容説明欄　→ニ　給湯設備
評価の対象になる湯の使用用途毎につき、次に掲げる（い）に該当し、これ以外については「変更なし」か「性能が向上する変更」である変更。

	（い）給湯機器の平均効率について１０%を超えない低下

	　　　変更内容　　　□機器の仕様変更　　□台数の増減
変更前・変更後の平均効率
※根拠となる仕様シートの添付をすること
変更前（　　　　　）　変更後（　　　　　）　減少率（　　　）％


ﾁｪｯｸⅴ
	変更内容説明欄　→ホ　太陽光発電
下表掲げる（い）、（ろ）のいずれかに該当し、これ以外については「変更なし」か「性能が向上する変更」である変更。

	（い）太陽電池アレイのシステム容量について２%を超えない減少

	変更前・変更後の太陽電池アレイのシステム容量
※根拠となる仕様シートの添付をすること
変更前　システム容量の合計値（　　　　　　）
変更後　システム容量の合計値（　　　　　　）
変更前・変更後のシステム容量減少率（　　　）％

	（ろ）パネル方位角について３０度を超えない変更かつ傾斜角について１０度を超えない変更

	パネル方位角について３０度を超えない変更

	□３０度を超えない変更である
（仕様シートの「選択」には変更がない変更）

	傾斜角について１０度を超えない変更

	□１０度を超えない変更である
（仕様シートの「選択」には変更がない変更）


参考様式
委　任　状
　私は、次の者を代理人と定め、下記に関する権限を委任します。
【代理者】
【　資　　　格　】（　　）建築士　（　　　　）登録　第　　　　　　号
【　氏　　　名　】
【建築士事務所名】（　　）建築士事務所　（　　　　）知事登録　第　　　　　号
【 郵 便 番 号  】〒
【　所　在　地　】
【 電 話 番 号  】
記
１　委任をした権限
⑴　□　建築物エネルギー消費性能確保計画（計画変更含む。）の提出
⑵　□　建築物エネルギー消費性能適合性判定通知書（計画変更含む。）の受領
⑶　□　建築物エネルギー消費性能確保計画の軽微な変更証明申請書の提出

⑷　□　建築物エネルギー消費性能確保計画の軽微な変更証明書の受領

⑸　□　建築物のエネルギー消費性能の確保のための届出の提出
２　委任をした権限に係る建築物の概要
⑴　地名地番
⑵　建て方
⑶　構　　　造
⑷　戸　　　数　　　　　　　　　　全体戸数　　　　　　　　申請戸数
                                　　　　　年　　月　　日
                                住　所
                                氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　
　※１は該当する事項の□にレを記入してください。
